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待機児童を防ぎ、安心できる居場所と多様な学びを両立する

状況を把握

日隈で定員51人に対し86人が
申請

→
質問する

一元化後の展望・待機対策・連
携を確認

→
市の答え

校外受入れと一元化・体験連携
を進める

→
次を確認

待機ゼロ・体験機会・恒久的受
皿を確認

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

日隈では教室不足が進む一方、児童クラ
ブは定員51人に対し令和8年度86人が申
請し、校内だけでは受入れが困難です。

質問

全クラブ一元化後の展望、放課後子ども
教室との連携、日隈の待機児童対策と今
後5年間の受皿を確認しました。

市の答え

日隈は校外のひたっ子で受け入れ、待機
を防止。一元化とこども総合部により、
福祉・教育と体験活動の連携を進めると
答えました。

最重要の到達点 まず待機児童を防ぎ、その上で主体的で多様な学びの機会を確保すること

次に確認すること｜当時の方針と未解決点

一元化 令和8年4月に全クラブを公民館運営事業団へ一元化し、共通方針で運営する予定

子ども教室 地区公民館等で12教室、主に長期休暇に年間10日程度。地域に応じて新設も検討

日隈の受皿 定員51人・登録62人・申請86人。校内教室が難しく、ひたっ子で受入れ

今後5年間 申込みは平均90人程度を想定。当面は校外受入れを基本に利用状況等を確認

議事にある具体事項 市長は放課後を人間形成、異年齢交流、社会性、自己肯定感、休息、主体的な学びに重要な時間と位置付けた

※ここまでが令和7年3月定例会で確認した当時の内容です。 出典：日田市議会 令和8年3月定例会／日田市 放課後児童クラブ一覧・令和8年4月定例記者会見資料（2026年9月
5日確認）



一般質問｜要点資料

小学生の放課後対策 令和8年3月定例会

2

その後の進捗

2026年3月の一般質問後に確認できる制度・政策・実績の変化です。質問との因果関係を示すものではありません。

全クラブの一元化完了 令和8年4月、市内全ての放課後児童クラブの公民館運営事業団への一元化が完了しま
した。

市内26クラブ体制 現在は同事業団が市内26クラブを運営。待機児童対策として新しいクラブも整備され
ました。

日隈の校外受入れ 日隈小の児童は、校外のひたっ子放課後児童クラブを含む受皿で実際に受け入れてい
ます。

連携の成果は今後確認 待機数、移動の安全、子ども教室との共同活動、体験参加、新規教室、支援員、保護
者負担等を確認します。

出典：日田市議会 令和8年3月定例会／日田市 放課後児童クラブ一覧・令和8年4月定例記者会見資料（2026年9月5日確認）


